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〒〒009933--00001133  

北北海海道道網網走走市市南南 33条条西西 33丁丁目目

TTEELL  00115522((4433))33003311

FFAAXX  00115522((4433))66661155
  

令令和和５５年年５５月月号号  

NNoo..３３３３００  

当当所所はは経経済済産産業業省省よよりり、、

※※経経営営革革新新等等支支援援機機関関  

にに認認定定さされれてていいまますす。。

※※経経営営革革新新等等支支援援機機関関ととはは……経済産業省が創業間もない中小企業の官公需への参入促進や商品開発・販路開拓の他、経営の円滑な承継を促進するな

ど地域経済・雇用の担い手である中小企業・小規模事業者の持続的な発展のための環境整備などについて支援する機関。

  

－－  網網走走商商工工会会議議所所  主主催催  －－  
令令和和５５年年度度  新新入入社社員員激激励励とと研研修修会会をを開開催催！！  

 

４
月
１３
日
（
木
）
・
１４
日
（
金
） 

の
２
日
間
、
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お 

い
て
標
記
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

本
研
修
会
は
、
こ
の
春
入
社
し
た 

新
入
社
員
の
他
、
入
社
２
～
３
年
目 

の
方
（
準
社
員
・
パ
ー
ト
含
む
）
を 

対
象
に
、
組
織
の
一
員
と
し
て
の
役 

割
や
立
場
の
認
識
と
、
社
会
人
と
し 

て
の
マ
ナ
ー
や
日
常
生
活
の
基
本
づ 

く
り
を
会
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に 

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

当
日
は
、
市
内
１３
企
業
２８
名
の 

新
入
社
員
等
が
参
加
。 

 

講
師
に
は
、
道
内
の
大
学
で
ビ
ジ 

ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
講 

義
の
他
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ス
業 

務
を
手
掛
け
る
、
日
経
ス
タ
ッ
フ
公 

認
講
師
の
後
藤
真
澄
氏
（
㈲
プ
ロ
・ 

ア
シ
ス
ト
代
表
取
締
役
）
を
招
き
、 

社
会
人
と
し
て
の
ル
ー
ル
や
敬
語
の 

使
い
方
、
電
話
対
応
等
に
つ
い
て
学 

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

※
研
修
後
、
受
講
者
に
お
話
を
お
聞 

き
し
ま
し
た
。 

 

○○
研研
修修
会会
でで
良良
かか
っっ
たた
とと
思思
うう
点点
にに  

  

つつ
いい
てて
教教
ええ
てて
下下
ささ
いい
。。  

・
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
行
動 

 

等
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し 

た
。 

・
接
客
業
と
し
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と 

 

距
離
感
を
縮
め
る
方
法
を
学
ぶ
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。 

・
敬
語
を
学
ぶ
機
会
を
得
ら
れ
ま
し 

た
。 

 

○○
研研
修修
会会
でで
改改
善善
しし
てて
ほほ
しし
いい
点点
がが  

ああ
れれ
ばば
教教
ええ
てて
下下
ささ
いい
。。  

・
社
会
人
、
ま
た
仕
事
と
し
て
大
変 

重
要
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、 

慣
れ
な
い
環
境
の
中
、
参
加
し
て 

い
る
受
講
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、 

参
加
者
全
員
の
前
で
返
答
を
求
め 

る
の
は
、
萎
縮
し
て
し
ま
う
人
も 

い
る
た
め
、
違
う
方
法
も
検
討
し 

て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

  

○○
研研
修修
内内
容容
でで
もも
っっ
とと
学学
びび
たた
かか
っっ  

  

たた
点点
にに
つつ
いい
てて
教教
ええ
てて
下下
ささ
いい
。。  

・
新
人
が
つ
い
や
っ
て
し
ま
う
「
ミ 

ス
」
事
例
に
つ
い
て
、
も
う
少
し 

詳
し
く
解
説
い
た
だ
け
る
と
仕
事 

上
で
の
予
防
に
繋
げ
ら
れ
る
と
感 

じ
ま
し
た
。 

・
世
界
か
ら
見
た
日
本
の
経
済
状
況 

 

に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
聞
き 

た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

○○
研研
修修
後後
、、
自自
分分
のの
中中
でで
変変
わわ
っっ
たた  

  

点点
がが
ああ
れれ
ばば
教教
ええ
てて
下下
ささ
いい
。。  

・
学
生
か
ら
社
会
人
と
し
て
変
わ
る 

 

中
、
必
要
な
考
え
方
や
意
識
を
持 

っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ 

る
こ
と
を
認
識
で
き
ま
し
た
。 

・
仕
事
に
望
む
姿
勢
に
つ
い
て
何
が 

 

重
要
か
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま 

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

当
所
で
は
、
皆
様
か
ら
の
意
見 

・
感
想
を
も
と
に
よ
り
良
い
研
修 

会
を
開
催
し
て
参
り
ま
す
。 

 

新新入入社社員員研研修修会会後後のの受受講講者者のの感感想想ににつついいてて  

 

ああばばししりり産産品品をを全全国国へへ  
 

あばしり自宅で 

満喫プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

特設通販サイトＱＲ 

abashiri.net 

新新入入社社員員研研修修のの様様子子（（ググルルーーププワワーークク形形式式でで実実施施：：写写真真左左））  
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つ
の
考
え
方
と
し
て
ま
と
め
た
も 

の
で
す
。 

 

提
唱
書
に
は
、
地
域
の
将
来
を 

見
据
え
た
「
交
流
人
口
の
拡
大
」 

と
「
芸
術
文
化
機
能
の
集
約
」
に 

向
け
た
拠
点
づ
く
り
の
一
例
を
記 

し
て
い
ま
す
。 

 

北
村
会
頭
は
「
女
満
別
空
港
と 

網
走
間
の
高
規
格
道
路
の
整
備
を 

含
め
、
中
身
の
あ
る
温
か
い
公
共 

施
設
の
集
約
化
に
向
け
て
検
討
し 

て
ほ
し
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 
 

水
谷
市
長
は
「
北
海
道
横
断
自 

動
車
道
計
画
を
は
じ
め
、
高
速
道 

路
延
伸
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
な 

ど
、
こ
の
１
～
２
年
は
大
き
な
動 

き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
網 

走
商
工
会
議
所
や
市
民
と
の
情
報 

交
換
を
綿
密
に
行
っ
た
上
、
歩
調 

を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
の
在
り 

方
を
考 

え
て
い 

き
た
い
」

と
返
答 

さ
れ
ま 

し
た
。 

 

網網走走市市へへ「「新新たたなな拠拠点点づづくくりり」」をを提提唱唱！！  

４
月
７
日
（
金
）
岡
山
県
経
済 

 

団
体
連
絡
協
議
会
専
門
委
員
会
の 

一
行
８
名
が
当
所
を
訪
れ
、
網
走 

市
の
経
済
団
体
、
行
政
の
担
当
者 

ら
と
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

  

冒
頭
、
開
催
地
挨
拶
と
し
て
、 

当
所
の
白
濵
専
務
理
事
よ
り
歓
迎 

挨
拶
が
行
わ
れ
、
岡
山
県
経
済
団 

体
専
門
委
員
会
を
代
表
し
て
岡
山 

商
工
会
議
所
の
髙
橋
専
務
理
事
よ 

り
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

懇
談
会
で
は
、
網
走
市
の
エ
ネ 

ル
ギ
ー
関
連
事
業
と
し
て
、
ゼ
ロ 

カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
り 

組
み
等
に
つ
い
て
網
走
市
の
担
当 

課
長
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
た
他
、 

網
走
市
の
現
況
を
説
明
。 

 

 

ま
た
、
岡
山
県
側
の
出
席
者
か 

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
現
況
報
告 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

そ
の
後
、
席
を
移
し
懇
親
会
が 

開
催
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で 

会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

  

 
 

３
月
２８
日
（
火
）
、
北
村
会
頭 

 

が
網
走
市
の
水
谷
市
長
と
対
面
し
、

 

 

網
走
市
の
新
た
な
拠
点
づ
く
り
が 

 

記
さ
れ
た
提
唱
書
を
提
出
し
ま
し 

 

た
。 

 

こ
れ
は
、
当
所
地
域
振
興
委
員 

会
（
藤
原
孝
一
委
員
長
）
が
令
和 

２
年
よ
り
３
年
間
か
け
て
、
網
走 

市
の
人
口
減
少
や
公
共
施
設
な
ど 

の
課
題
を
見
据
え
、
地
域
の
ハ
ー 

ド
面
に
関
し
、
調
査
を
行
っ
た
結 

果
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
一 

 

岡岡山山県県経経済済団団体体連連絡絡協協議議会会専専門門委委員員会会をを道道東東視視察察ととししてて受受入入！！  

岡山県経済団体連絡協議会専門委員会と当所・網走市等との集合写真（左）情報交換の様子（右） 

北村会頭から水谷市長へ提唱書を手渡す様子 
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①出身地  ②年齢  ③前任地  ④家族構成  ⑤趣味・特技  ⑥抱負 ※順不同・敬称略 

北海道電力ネットワーク㈱ 

     網走ネットワークセンター 

所長 吉
よし

 田
だ

 信
しん

 二
じ

 氏  

航空自衛隊網走分屯基地第28警戒隊

隊長 高
たか

 江
え

 亨
こう

 介
すけ

 氏 

①大分県 
②３８歳 
③東京都（市ヶ谷基地） 
④妻・子供２人 
⑤釣り・ゴルフ 
⑥当分屯基地の隊員一同、皆様の安

心、安全を守り抜けるよう、日々

任務に邁進して参ります。今後と

も変わらぬご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

①北見市 
②５６歳  
③釧路市 
④妻・子供４人 
⑤野球・釣り（川釣り） 
⑥網走勤務は２度目で大好きな街

です。地域のお役に立てるよう 
所員一同頑張って参ります。 
 

網走警察署 

署長 宮
みや

 野
の

 智
とも

 幸
ゆき

 氏 

①札幌市 
②５６歳  
③札幌市 
④妻・子供２人 
⑤ツーリング 
⑥犯罪や事故のない安心し

て暮らせる網走を目指し

て頑張ります。 
 

網走第二中学校 

校長 齊
さい

 藤
とう

  修
おさむ

 氏 

①遠軽町生田原 
②５５歳 
③佐呂間町 
④妻 
⑤旅行・読書 
⑥子供たちのために、頑張り

ます。 
 
 

㈱北洋銀行網走支店 

支店長 堤
つつみ

  貴
たか

 之
ゆき

 氏

①旭川市 
②４７歳 
③札幌市（道庁支店） 
④妻・子供２人 
⑤スキー・登山 
⑥初めてのオホーツク勤務、

網走・オホーツクを大いに

満喫したいと思います。 
 
  

網走南ケ丘高等学校 

校長 與
よ

 田
だ

 顕
あき

 規
のり

 氏 

①北斗市（上磯町） 
②５０歳 
③札幌市 
④妻・子供１人 
⑤スノーボード・キャンプ 
 柔道（６段） 
⑥地域の方々との繋がりを大切に伝統と歴

史のある南高を次の100年に向かって飛

躍させたいと思います。 

網走第一中学校 

校長 仲
なか

 野
の

 寿
とし

 浩
ひろ

 氏  

①北見市（旧：留辺蘂町） 
②５８歳 
③津別町 
④妻・子供１人 
⑤スポーツ観戦・剣道 
⑥子供たちが生き生きと毎日楽

しく学校生活を送り、学校中

に元気な挨拶が響き合う学校

を作っていきたいと思います

①埼玉県草加市 
②５８歳 
③網走市（１８年在住） 
④妻・子供１人 
⑤スキー・釣り 
⑥地域との関りを通しての生きた学びは、

 他では得がたい学びの場です。地域の 
 皆様とオホーツクキャンパスが良い形 

で繋がっていけるようにしていきたい 
と思っております。 

東京農業大学生物産業学部 

学部長 西
にし

 野
の

 康
やす

 人
と

 氏 

①旭川市 
②５７歳 
③北見市 
④妻・子供２人 
⑤カーリング・スポーツ観戦

 映画鑑賞 
⑥3 年振りに網走市へ戻ってきました。子

供たちの健やかな成長のため、地域に根

ざした学校のため尽力して参ります。 
網走第三中学校 

校長 平
ひら

 田
た

 和
かず

 史
ふみ

 氏  

東東京京農農業業大大学学生生物物産産業業学学部部    

新新学学部部長長ををごご紹紹介介ししまますす！！  
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令令和和５５年年度度  労労働働保保険険年年度度更更新新ののおお知知ららせせ！！  

 
労働保険の年度更新手続きは、「令和４年度の確定保険料」と「令和５年 

度の概算保険料」を自主的に申告・納付していただく重要な手続となります。 
なお、年度更新の申告書は、管轄の都道府県労働局や労働基準監督署への 

郵送、または「電子申請」でも受け付けており、直接窓口へ出向くことなく 
申告することが可能です。 
 

 

 

◆労労働働保保険険事事務務組組合合ににつついいてて  

  当当所所労労働働保保険険事事務務組組合合でではは、、会会員員事事業業主主のの労労働働保保険険にに関関すするる事事務務のの委委託託ををおお受受けけししてておお  

りりまますす。。事事務務のの軽軽減減等等にに是是非非、、ごご活活用用下下ささいい。。  
  

※委託できる事務の範囲について 

①概算保険料、確定保険料などの申告および納付に関する事務。 

②保険関係成立届、雇用保険の事務所設置届の提出等に関する事務。 

③労災保険の特別加入の申請等に関する事務。 

④雇用保険の被保険者に関する届出等の事務。 

⑤その他、労働保険についての申請、届出、報告に関する事務。 
 

※詳細・お問い合わせは当所（☎0152-43-3031）まで 

令令和和５５年年度度  雇雇用用保保険険料料率率ののごご案案内内  

【【申申告告納納付付期期限限】】  
令令和和  ５５年年  ６６月月  １１日日（（木木））～～  ７７月月  １１００日日（（月月））ままでで  

 

◆令和 5 年 4 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日までの雇用保険料率は以下のとおりです。 
・失業等給付等の保険料率は、労働者負担・事業主負担ともに 6/1,000 に変更になります 
（農林水産・清酒製造の事業及び建設の事業は 7/1,000 に変更になります。） 

・雇用保険二事業の保険料率（事業主のみ負担）は、引き続き 3.5/1,000 です 
（建設の事業は 4.5/1,000 です。） 

≪≪令令和和５５年年度度のの雇雇用用保保険険料料率率≫≫  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
※詳細・お問い合わせは当所（☎0152-43-3031）まで 

失業等給付・
育児休業給付の

保険率

雇用保険の二事業
の保険料率

一般の事業 6/1,000 9.5/1,000 6/1,000 3.5/1,000 15.5/1,000

(4年度) 5/1,000 8.5/1,000 5/1,000 3.5/1,000 13.5/1,000
農林水産・※
清酒製造の事業

7/1,000 10.5/1,000 7/1,000 3.5/1,000 17.5/1,000

(4年度) 6/1,000 9.5/1,000 6/1,000 3.5/1,000 15.5/1,000

建設の事業 7/1,000 11.5/1,000 7/1,000 4.5/1,000 18.5/1,000

(4年度) 6/1,000 10.5/1,000 6/1,000 4.5/1,000 16.5/1,000

令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日

（枠内の下段は令和4年10月～令和5年3月の雇用保険料率）

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏、養豚、内水面養殖および特定の船員を雇用する
　事業については一般の事業の率が適用されます。

　　　　　負担者

事業の種類

①労働者負担
(失業等給付・育児
休業給付の保険料

率のみ)

➁事業主負担
①＋➁

雇用保険料率

                              

                                

                                

                                

令令和和５５年年度度  労労働働保保険険年年度度更更新新ののおお知知ららせせ！！  
 

労働保険の年度更新手続きは、「令和４年度の確定保険料」と「令和５年 
度の概算保険料」を自主的に申告・納付していただく重要な手続となります。 

なお、年度更新の申告書は、管轄の都道府県労働局や労働基準監督署への 
郵送、または「電子申請」でも受け付けており、直接窓口へ出向くことなく 
申告することが可能です。 
 

 

 

◆労労働働保保険険事事務務組組合合ににつついいてて  

  当当所所労労働働保保険険事事務務組組合合でではは、、会会員員事事業業主主のの労労働働保保険険にに関関すするる事事務務のの委委託託ををおお受受けけししてておお  

りりまますす。。事事務務のの軽軽減減等等にに是是非非、、ごご活活用用下下ささいい。。  
  

※委託できる事務の範囲について 

①概算保険料、確定保険料などの申告および納付に関する事務。 

②保険関係成立届、雇用保険の事務所設置届の提出等に関する事務。 

③労災保険の特別加入の申請等に関する事務。 

④雇用保険の被保険者に関する届出等の事務。 

⑤その他、労働保険についての申請、届出、報告に関する事務。 
 

※詳細・お問い合わせは当所（☎0152-43-3031）まで 

令令和和５５年年度度  雇雇用用保保険険料料率率ののごご案案内内  

【【申申告告納納付付期期限限】】  
令令和和  ５５年年  ６６月月  １１日日（（木木））～～  ７７月月  １１００日日（（月月））ままでで  

 

◆令和 5 年 4 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日までの雇用保険料率は以下のとおりです。 
・失業等給付等の保険料率は、労働者負担・事業主負担ともに 6/1,000 に変更になります 
（農林水産・清酒製造の事業及び建設の事業は 7/1,000 に変更になります。） 

・雇用保険二事業の保険料率（事業主のみ負担）は、引き続き 3.5/1,000 です 
（建設の事業は 4.5/1,000 です。） 

≪≪令令和和５５年年度度のの雇雇用用保保険険料料率率≫≫  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
※詳細・お問い合わせは当所（☎0152-43-3031）まで 

失業等給付・
育児休業給付の

保険率

雇用保険の二事業
の保険料率

一般の事業 6/1,000 9.5/1,000 6/1,000 3.5/1,000 15.5/1,000

(4年度) 5/1,000 8.5/1,000 5/1,000 3.5/1,000 13.5/1,000
農林水産・※
清酒製造の事業

7/1,000 10.5/1,000 7/1,000 3.5/1,000 17.5/1,000

(4年度) 6/1,000 9.5/1,000 6/1,000 3.5/1,000 15.5/1,000

建設の事業 7/1,000 11.5/1,000 7/1,000 4.5/1,000 18.5/1,000

(4年度) 6/1,000 10.5/1,000 6/1,000 4.5/1,000 16.5/1,000

令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日

（枠内の下段は令和4年10月～令和5年3月の雇用保険料率）

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏、養豚、内水面養殖および特定の船員を雇用する
　事業については一般の事業の率が適用されます。

　　　　　負担者

事業の種類

①労働者負担
(失業等給付・育児
休業給付の保険料

率のみ)

➁事業主負担
①＋➁

雇用保険料率
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小小規規模模企企業業のの会会社社役役員員のの皆皆様様へへ  

小小規規模模企企業業共共済済ののおお知知ららせせ！！  
  

◎◎小小規規模模企企業業共共済済制制度度ととはは……  

小規模企業の個人事業主または会社等の役員の方が事業をやめたり退職された場合に、それまで

の掛金をもとに共済金が支払われる独立行政法人中小企業基盤整備機構（国が全額出資）が運営す

る共済制度です。掛金は全額が所得控除され、支払われた共済金も退職所得扱いになるなど、税法

上の特典もあり、いわば経営者の退職金制度といえるものです。 
 

○○加加入入資資格格  

・常時使用する従業員が２０人（商業・サービス業では５人）以下の個人事業主（共同経営者を含む）、

会社及び企業組合、協同組合、農事組合法人の役員、仕業法人の社員の方。 

・小規模企業者たる個人事業主に属する共同経営者（個人事業主１人につき２人まで） 
 

○○掛掛    金金  

・毎月の掛金は、１，０００円～７０，０００円までの範囲内（５００円刻み）で自由に選択が 

可能です。 

・半年払いや年払いも可能です。 

・加入後も掛金の増額・減額ができます。（減額については一定の要件が必要） 

・掛金は加入された方ご自身（屋号表記のない個人名）の預金口座からの振替となります。 
 

○○制制度度のの特特色色  

・掛金は全額が小規模企業共済等掛金控除として所得から控除できます。１年以内の前納掛金も 

 同様に控除できます。共済金の受取りは、一時払い、分割払い又は一時払いと分割払いの併用 

 が選択できます。一時払い共済金については退職所得、分割共済金については公的年金等の雑 

 所得として取り扱われます。 

 また、一定の資格者には、掛金の一定の範囲内で事業資金等の貸付が受けられます。 
 

○○ごご質質問問ににつついいてて  

・『チャットボット』なら２４時間・３６５日お問合せにお答えします。 

加入資格・手続きについてのご質問をチャットでご回答いたします。 

詳しくは下記のＱＲコード又はホームページからご確認ください。 

 URL（https://www.smrj.go.jp/kyosai/skyosai/news/2019/favgos0000001jxz.html） 
 

※申込み・お問い合わせは当所（☎0152-43-3031）まで 

 

食食にに関関すするるミミニニ補補助助事事業業ののおお知知ららせせ！！  
  

オホーツク管内に主たる事業所を有する自営業、企業、団体が実施する「食に関する商品開発・ 

 技術開発等」を支援します。 
 

○○募募集集期期間間：：令令和和５５年年４４月月１１日日（（土土））～～令令和和５５年年８８月月３３１１日日（（木木））ままでで  

      ※予算額に達し次第、募集は締め切りとさせていただきます。 
 

○○補補助助期期間間：：事事業業採採択択かからら令令和和６６年年２２月月末末ままでで  
 

○○補補 助助 額額：：上上限限３３００万万円円（（対対象象経経費費のの９９割割補補助助））  
 

○○４４月月にに申申請請ししたた場場合合ののモモデデルルススケケジジュューールル（（例例））  

４月補助事業申請    ⇒   ５月交付決定   ⇒   ２月補助期間終了（令和 6年 2月末） 

   募集期間           書類審査    ⇒    事業実施期間 

（4月 1日～8月 31日）      （約１カ月）       （最大 10カ月間） 

※書類審査に時間を要するため、事業開始は申請から１カ月後からとなります。 

  補助事業の採択事前の支出については補助の対象外となります。 
 

※申込み・お問い合わせは当所（☎0152-43-3031）まで 
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そ
の
一
つ
と
し
て
、
根
室
の
食
べ 

物
の
味
付
け
と
好
み
が
網
走
の
食
文 

化
と
似
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
全
国 

的
に
有
名
な
根
室
の
「
エ
ス
カ
ロ
ッ 

プ
」
に
敬
意
を
込
め
、
そ
の
メ
ニ
ュ 

ー
名
を
使
わ
ず
に
浜
長
オ
リ
ジ
ナ
ル 

「
ネ
ム
ロ
ラ
イ
ス
」
と
命
名
し
て
提 

供
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
メ
ニ
ュ
ー
は
昼
・
夜
と 

来
店
さ
れ
る
お
客
様
を
飽
き
さ
せ
な 

い
よ
う
工
夫
し
て
数
多
く
の
メ
ニ
ュ 

ー
を
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

分
類
分
け
す
る
と
、
蕎
麦
、
う
ど
ん
、

定
食
、
丼
ぶ
り
も
の
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
等
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
他
に
も
、
注
文
時
に
苦
手
な 

食
材
が
あ
れ
ば
外
し
て
も
ら
え
る
こ 

と
も
可
能
で
、
お
昼
の
混
雑
時
を
除 

け
ば
メ
ニ
ュ
ー
に
無
い
一
品
で
も
、 

可
能
で
あ
れ
ば
、
お
客
様
の
要
望
に 

応
え
る
の
が
プ
ロ
で
あ
る
と
い
う
事 

業
主
の
ポ
リ
シ
ー
で
対
応
し
て
く
れ 

る
と
の
こ
と
。 

 

食食事事のの店店  浜浜長長  

事事業業主主  

山山内内  信信一一  氏氏  

そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
に
は
多
く
の
お
客 

さ
ん
が
訪
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

そ
の
後
、
時
代
に
相
応
し
、
別
々 

に
経
営
し
て
い
た
店
舗
を
一
つ
に
ま 

と
め
、
「
食
事
の
店 

浜
長
」
と
し
、

店
舗
内
で
効
率
を
図
り
、
和
食
、
洋
食
、

蕎
麦
、
ラ
ー
メ
ン
等
に
分
け
て
役
割 

分
担
を
決
め
て
料
理
を
提
供
し
て
い 

た
そ
う
で
す
。 

店
内
の
収
容
人
数
は
、
最
大
３５
名 

ま
で
利
用
可
能
と
の
こ
と
。 

 

平
成
２０
年
、
孫
の
山
内
信
一
氏
が 

事
業
主
に
な
り
ま
し
た
。 

山
内
氏
は
網
走
商
工
会
議
所
青
年 

部
の
役
員
等
を
歴
任
さ
れ
て
お
り
、 

全
道
各
地
の
飲
食
店
経
営
者
ら
と
繋 

が
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
土
地
の
ご
当
地
グ
ル
メ
に
触
発 

さ
れ
、
自
分
の
お
店
で
も
、
お
客
様 

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
新
メ
ニ 

ュ
ー
を
開
発
す
る
こ
と
に
。 

山
内
氏
は
「
若
い
頃
は
、
何
に
で 

も
一
番
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
き
ま 

し
た
が
、
現
在
は
進
学
や
就
職
等
で 

網
走
を
離
れ
た
人
が
帰
郷
し
た
時
に
、 

ま
ず
は
、
浜
長
で
食
事
を
取
り
た
い 

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
お
店
を 

目
指
し
て
い
ま
す
。 

浜
長
は
、
自
分
の
代
で
終
焉
を
迎 

え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
そ 

れ
ま
で
は
、
人
情
味
溢
れ
る
お
店
と 

お
客
様
に
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に 

日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引 

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

  

おお店店のの外外観観とと店店内内のの様様子子  

創創
業業
６６４４
年年  

昭昭
和和
世世
代代
にに
はは
懐懐
かか
しし
くく
、、
若若
いい
世世
代代  

  

にに
はは
新新
鮮鮮
なな
食食
事事
処処  

  
  
  
  

食食
事事
のの
店店  

浜浜
長長  

昭
和
３４
年
、
現
事
業
主
の
祖
父
で 

あ
る
小
野
塚
正
一
氏
は
、
網
走
市
南 

４
条
通
り
に
あ
っ
た
、
蓮
池
金
物
店 

の
倉
庫
を
借
り
て
市
民
に
食
事
を
提 

供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
「
浜
長
」

の
始
ま
り
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

開
業
か
ら
３
年
後
、
現
在
の
お
店 

が
あ
る
市
内
南
５
条
西
１
丁
目
に
移 

転
、
「
そ
ば
の
浜
長
」
「
浜
寿
し
」
、 

「
浜
長
喫
茶
部
」
を
開
店
し
、
夜
の 

宴
会
等
も
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ 

て
い
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

当
時
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア 

や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
店
も 

一
つ
も
な
か
っ
た
時
代
背
景
も
あ
り
、

 

                              

                              

 

 

 

 

事業所名 

森
もり

治療室
ちりょうしつ

 

代 表 者 森
もり

 亮 一
りょういち

さん 

事業内容   治療室 

住    所   網走市潮見３丁目 

6-37 
連 絡 先 

(TEL)      0152-44-0779 

営業時間   火～金（9:00～17:00）

  土(9:00～12:00) 
 

定 休 日   月・日・祝日など 

  

事業所名 

㈱電建網走営業所 
 

 

所 長  山下
や ま し た

 真
し ん

哉
や

さん 

事業内容  電気工事業 

住    所  網走市字北浜 213-5 
連 絡 先 

(TEL)     0152-46-2020 

(FAX)     0152-46-2996 

営業時間   8:00～17:00 

定 休 日    土日・祝日 

会会員員事事業業所所紹紹介介！！  

◆◆
開開
業業
のの
きき
っっ
かか
けけ 

 

現
在
、
㈱
電
建
の
本
社
は
北
見
と 

な
っ
て
お
り
、
美
幌
支
店
、
大
空
支 

店
、
網
走
営
業
所
と
管
内
４
ヶ
所
で 

営
業
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
４８
年
に
美
幌
本
社
を
設
立
し

平
成
１７
年
、
本
社
を
北
見
に
移
転
。

平
成
１１
年
に
網
走
営
業
所
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。 

  

◆◆
事事
業業
内内
容容  

 

㈱
電
建
で
は
、
電
設
部
・
配
電
部 

・
計
装
部
・
情
報
通
信
課
の
４
部
門 

に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
網
走
営
業
所 

で
は
配
電
部
の
み
で
の
施
工
体
制
と 

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
配
電
部
の
仕
事
内
容
は
、
北
海
道 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
会
社
の
北 

海
道
電
気
工
事
㈱
の
配
電
委
託
工
事 

業
務
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。 

◆◆
開開
業業
のの
きき
っっ
かか
けけ 

 

代
表
の
森
氏
は
、
斜
里
町
出
身
で 

前
職
は
国
鉄
職
員
。
機
関
士
を
務
め 

る
ほ
ど
鉄
道
事
業
に
尽
力
さ
れ
て
こ 

ら
れ
ま
し
た
。 

幼
少
期
よ
り
読
書
好
き
で
色
々
な 

事
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、 

退
職
後
、
当
時
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て 

い
な
か
っ
た
オ
ー
リ
ン
グ
治
療
に
興 

味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
オ
ー
リ
ン 

グ
診
療
の
第
一
人
者
と
言
わ
れ
る
方 

に
お
会
い
し
、
実
際
に
医
療
現
場
で 

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て 

各
資
格
を
取
得
。
平
成
２
年
２
月
に 

森
治
療
室
を
開
業
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆◆
事事
業業
内内
容容  

 

治
療
方
法
は
具
体
的
に
親
指
と
そ 

の
他
の
指
で
丸
い
輪
（
オ
ー
リ
ン
グ
）

 

を
作
り
、
様
々
な
条
件
の
も
と
で
筋 

力
が
変
化
す
る
こ
と
を
調
べ
た
上
、 

治
療
が
必
要
な
部
分
を
施
術
に
よ
り 

調
整
し
て
い
く
そ
う
で
す
。 

 

患
者
様
の
中
に
は
、
病
院
で
診
断 

を
受
け
た
が
原
因
が
分
か
ら
な
か
っ 

た
症
状
が
完
治
す
る
症
例
も
あ
る
ほ 

ど
で
す
。 

但
し
、
実
際
の
効
果
は
認
め
ら
れ 

て
い
る
も
の
、
現
在
、
こ
の
診
療
は 

保
険
対
象
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

◆◆
今今
後後
のの
目目
標標  

 
「
オ
ー
リ
ン
グ
診
療
は
、
痛
み
を 

伴
わ
な
い
こ
と
か
ら
実
際
に
医
療
現 

場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
病
院
も
あ
り 

ま
す
が
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
完
全 

に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り 

全
国
で
も
、
ま
だ
普
及
に
至
っ
て
は 

お
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
原
因
不
明
の 

症
状
で
苦
し
ん
で
い
る
方
々
の
一
つ 

の
選
択
肢
と
し
て
オ
ー
リ
ン
グ
を
活 

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
こ
の
メ
カ
ニ 

ズ
ム
に
つ
い
て
も
解
明
し
て
い
き
た 

い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

業
務
内
容
は
主
に
、
電
柱
・
電
線 

等
の
屋
外
電
気
設
備
の
建
設
・
改
修 

工
事
や
住
宅
・
店
舗
・
工
場
等
に
安 

定
的
に
電
気
を
送
り
届
け
る
イ
ン
フ 

ラ
工
事
の
他
、
災
害
時
等
の
停
電
復 

旧
作
業
等
で
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え 

て
い
ま
す
。 

 

◆◆
今今
後後
のの
目目
標標  

「
網
走
営
業
所
で
は
、
お
客
様
に 

安
心
し
て
電
気
を
使
用
し
て
い
た 

だ
く
た
め
、
無
事
故
・
無
災
害
を 

最
大
の
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
職 

員
一
同
、
努
力
・
研
鑽
に
励
み
な 

が
ら
、
ど
ん
な
時
も
電
気
を
絶
や 

さ
ず
に
明
る
い
暮
ら
し
を
守
っ
て 

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ 

て
く
れ
ま
し
た
。 

営営業業所所外外観観とと作作業業車車  

治治療療室室とと室室内内のの様様子子  
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そ
の
一
つ
と
し
て
、
根
室
の
食
べ 

物
の
味
付
け
と
好
み
が
網
走
の
食
文 

化
と
似
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
全
国 

的
に
有
名
な
根
室
の
「
エ
ス
カ
ロ
ッ 

プ
」
に
敬
意
を
込
め
、
そ
の
メ
ニ
ュ 

ー
名
を
使
わ
ず
に
浜
長
オ
リ
ジ
ナ
ル 

「
ネ
ム
ロ
ラ
イ
ス
」
と
命
名
し
て
提 

供
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
メ
ニ
ュ
ー
は
昼
・
夜
と 

来
店
さ
れ
る
お
客
様
を
飽
き
さ
せ
な 

い
よ
う
工
夫
し
て
数
多
く
の
メ
ニ
ュ 

ー
を
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

分
類
分
け
す
る
と
、
蕎
麦
、
う
ど
ん
、

定
食
、
丼
ぶ
り
も
の
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
等
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
他
に
も
、
注
文
時
に
苦
手
な 

食
材
が
あ
れ
ば
外
し
て
も
ら
え
る
こ 

と
も
可
能
で
、
お
昼
の
混
雑
時
を
除 

け
ば
メ
ニ
ュ
ー
に
無
い
一
品
で
も
、 

可
能
で
あ
れ
ば
、
お
客
様
の
要
望
に 

応
え
る
の
が
プ
ロ
で
あ
る
と
い
う
事 

業
主
の
ポ
リ
シ
ー
で
対
応
し
て
く
れ 

る
と
の
こ
と
。 

 

食食事事のの店店  浜浜長長  

事事業業主主  

山山内内  信信一一  氏氏  

そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
に
は
多
く
の
お
客 

さ
ん
が
訪
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

そ
の
後
、
時
代
に
相
応
し
、
別
々 

に
経
営
し
て
い
た
店
舗
を
一
つ
に
ま 

と
め
、
「
食
事
の
店 

浜
長
」
と
し
、

店
舗
内
で
効
率
を
図
り
、
和
食
、
洋
食
、

蕎
麦
、
ラ
ー
メ
ン
等
に
分
け
て
役
割 

分
担
を
決
め
て
料
理
を
提
供
し
て
い 

た
そ
う
で
す
。 

店
内
の
収
容
人
数
は
、
最
大
３５
名 

ま
で
利
用
可
能
と
の
こ
と
。 

 

平
成
２０
年
、
孫
の
山
内
信
一
氏
が 

事
業
主
に
な
り
ま
し
た
。 

山
内
氏
は
網
走
商
工
会
議
所
青
年 

部
の
役
員
等
を
歴
任
さ
れ
て
お
り
、 

全
道
各
地
の
飲
食
店
経
営
者
ら
と
繋 

が
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
土
地
の
ご
当
地
グ
ル
メ
に
触
発 

さ
れ
、
自
分
の
お
店
で
も
、
お
客
様 

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
新
メ
ニ 

ュ
ー
を
開
発
す
る
こ
と
に
。 

山
内
氏
は
「
若
い
頃
は
、
何
に
で 

も
一
番
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
き
ま 

し
た
が
、
現
在
は
進
学
や
就
職
等
で 

網
走
を
離
れ
た
人
が
帰
郷
し
た
時
に
、 

ま
ず
は
、
浜
長
で
食
事
を
取
り
た
い 

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
お
店
を 

目
指
し
て
い
ま
す
。 

浜
長
は
、
自
分
の
代
で
終
焉
を
迎 

え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
そ 

れ
ま
で
は
、
人
情
味
溢
れ
る
お
店
と 

お
客
様
に
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に 

日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引 

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

  

おお店店のの外外観観とと店店内内のの様様子子  

創創
業業
６６４４
年年  

昭昭
和和
世世
代代
にに
はは
懐懐
かか
しし
くく
、、
若若
いい
世世
代代  

  
にに
はは
新新
鮮鮮
なな
食食
事事
処処  

  
  
  
  

食食
事事
のの
店店  

浜浜
長長  

昭
和
３４
年
、
現
事
業
主
の
祖
父
で 

あ
る
小
野
塚
正
一
氏
は
、
網
走
市
南 

４
条
通
り
に
あ
っ
た
、
蓮
池
金
物
店 

の
倉
庫
を
借
り
て
市
民
に
食
事
を
提 

供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
「
浜
長
」

の
始
ま
り
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

開
業
か
ら
３
年
後
、
現
在
の
お
店 

が
あ
る
市
内
南
５
条
西
１
丁
目
に
移 

転
、
「
そ
ば
の
浜
長
」
「
浜
寿
し
」
、 

「
浜
長
喫
茶
部
」
を
開
店
し
、
夜
の 

宴
会
等
も
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ 

て
い
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

当
時
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア 

や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
店
も 

一
つ
も
な
か
っ
た
時
代
背
景
も
あ
り
、
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網走商工会議所 ５月の事業スケジュール 
◆ ９日（火） ・大韓民国蔚山広域市南区訪問 

事業（12 日まで） 

◆１０日（水） ・共済推進会議 

         ・オホーツク管内商工会議所専務 

理事懇談会 

◆１６日（火） ・令和５年度網走地区防火管理 

協議会 

◆１７日（水） ・東北海道商工会議所会頭会議 

・第１０１回東北海道商工会議所 

連絡協議会 

◆２２日（月） ・三役会議 

◆２３日（火） ・（一社）全国労働保険事務組合連

合北海道支部令和５年度支部定 

期総会 

◆２４日（水） ・セキュリティ相談会（２５日まで） 

◆２５日（木） ・第２５７回全道商工会議所専務 

理事会議 

◆３１日（水） ・議員会視察研修会（６/２まで） 

  

☆☆未未加加入入事事業業所所ののごご紹紹介介ををおお願願いい致致ししまますす‼‼  
  

当所では、網走地域において事業を営む方々の意見を集約し、要望活動や各種事業を実施

している他、地域振興や社会福祉の推進を図る他、企業における経営・税金・金融等、会員

事業所の経営上の悩みをサポートする様々なサービスなどを行っています。 

地域の力が商工会議所の力になり、地域経済の力となります。 

是非、この機会に未加入事業所の情報提供およびご推薦についてご協力願います。 
 

■■入入会会資資格格  
 

・個人、法人の規模、業種を問わず原則として網走地区内に事業所を置く事業者の方、 

またはそれ以外の事業所で当所趣旨にご賛同される方。 

 また、地域経済に寄与される産業として、医療、福祉、宗教法人、士業サービス等の 

方々についてもご加入することができます。 
 
 

※詳細、お問合せは当所（☎0152-43-3031）まで 

当当所所のの会会員員拡拡大大（（組組織織力力向向上上））ににごご協協力力をを‼‼  

当当所所議議員員  職職務務執執行行者者変変更更ののおお知知ららせせ  

 

新たな職務執行者として、㈱北洋銀行網走支店 支店長 堤 貴之氏 

が１号議員に選任されました。 

氏 名 堤
つつみ

   貴
たか

 之
ゆき

 氏 

事業所 ㈱北洋銀行網走支店 (業種：銀行) 

就任日 令和 ５年 ４月 １日 
 

 

当当所所「「ククリリオオネネ共共済済・・福福祉祉制制度度」」ののごご加加入入ににつついいてて  

当所では、会員事業所の福利厚生の充実を目的として、各種共済・福祉制度（引受保険 
会社：アクサ生命保険㈱）を導入しており、現在、多くの会員事業所の皆様にご利用いた 
だいております。福利厚生の充実が、企業の人材確保、後継者育成、ひいては企業発展に 
繋がると考えております。 
 また、超高齢化社会を目前にして、個人的な医療保障、介護、老後資金準備への関心も 
高まっております。この機会に是非ご加入を検討下さい。 
 
※詳細・お問合わせは、当所（☎0152－43－3031）まで  
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